
おお はら

大 原

１ 集落の歴史

! 地名の由来

大原の地名については、『安塚町誌』に「“は

ら”とは焼畑農業を行っていた所で、生産力

の乏しい荒れた地である。それに大の字をつ

けたのである」と記されている。
お ぐろがわ

しかし、その昔小黒川は東側の山際を流れ
ふるかわ

ていた痕跡がある。和田集落に「古川」とい

う小字があり、その名のとおり小黒川の流域

であったと伝えられている。ここは国道４０３

号と４０５号の丁字路の付近であり、この近辺

から大原の方向を眺めれば、文字どおり「大

きな原っぱ」であったと考えられる。

" 集落の形成

「昔は２００竃（戸）あったそうだ」「地下か

らいろりの跡か、灰が出た」「人骨が出た」

などの言い伝えがある。大原には古くから人

が住み着いていたものと思われる。

しかし、記録の上で地名が現れるのは、今

から約４００年前の「越後国郡絵図」である。

これによると、大原の石高は６７石余りで小黒

地区では最も大きな村であった。ちなみに、

大原に次ぐのは行野の約２９石、芹田約２７石で

あるから、大原の多さが際立っている。

元禄９（１６９６）年に幕府は各地の村々の姿

を絵地図に描かせている。大原の「村絵図」

（安塚町教育委員会蔵）は、坊金の庄屋竹内

庄右衛門家で発見された。この絵地図には、
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年号 西暦 田 畑 山 林

天和３ １６８３ ６．５３０８ ２．５３２２ １３．３４２６

享保９ １７２４ ６．７１０８ ２．６１１６ １３．３４２６

明和３ １７６６ ６．７４２３ ２．６１１６ １３．３４２６

明和８ １７７１ ６．７４２３ ４．１２１９ １３．３４２６

安永９ １７８０ ７．７２０２ ４．６９０４ １３．３４２６

明治９ １８７６ ２７．８１０５ ７．２０１９ １７．９６２０

昭和２５ １９５０ ２４．２ １０．１ ─

平成１２ ２０００ １４．１５ha ０．７８ha ─

表３－１６ 田・畑・山林面積の推移（単位：町歩）

注：天和３年～安永９年は「越後国頸城郡大原村本田
新田御検地帳」（仙田セツ家文書）、明治９年は『東
頸城郡誌』、昭和２５年は「大原区有文書」、平成１２年
は『農林業センサス』による

道路や川、耕地などのほかに、１５軒の家が描

かれ、家と家の間の距離まで書き込まれてい

る（資料編界紙参照）。
くび き ごおり

以後、明治の廃藩置県まで越後国頸城 郡
やま い ぎ みのごう

山五十公郷大原村と称した。明治４（１８７１）

年以降は、次のような経過をたどっている。

明治４年 柏崎県頸城郡第１３区大原村

明治５年 柏崎県第６大区小８区大原村

明治６年 新潟県第１１大区小６区４番組大原村

明治１２年 新潟県東頸城郡大原村
こ ぎり と

明治２２年 新潟県東頸城郡小切戸村大字大原

明治３４年 新潟県東頸城郡小黒村大字大原

昭和３０年 新潟県東頸城郡安塚町大字大原

# 地理的環境

町の中央からやや北寄りに位置し、家々は

南から北に流れる小黒川両岸の標高約１５０～

１７０ｍの間に点在する。川の東西に山地が南
か がんだんきゅう

北に連なり、古くは西側の河岸段丘上に四

十数軒の家が密集しており集落の主体であっ

たが、明治３４年の大火で、現在のように散開

した。川の東側に家ができたのは、それ以後

のことである。

小黒川を挟んで東側には国道４０５号が、西

側には町道大原－和田線が並行して走り、集

落の中央に架かる大原橋で、Ｈ字型に結ばれ

ている。国道に沿って北には和田、南には樽

田集落があり、町道の南は円平坊と戸沢へ、

北は芹田と小黒集落に通じている。

２ 集落の移り変わり

! 検地と耕地面積の変遷
てん な

天和元（１６８１）年に幕府領となり、翌年か
お けん ち みずちょう

ら検地が行われた。「大原村御検地水帳」（仙

田セツ家蔵）によると村高は１０４石余り、田

６町５反歩強、畑２町５反歩強である。

その後、約１００年間に４回の検地が行われ、

その都度、新しい田畑の面積が加算された。

明治６（１８７３）年に始まった地租改正の実

地測量では、隠し田や歩伸びを正確に書き出

させたため、田はそれまでの約４倍に、畑は

約１．５倍となった。しかし、近年は経済活動

の変化や過疎などにより、棚田の耕作放棄が

進み、田は明治９年の約半分に、畑は約１０分

の１となっている（表３－１６）。

" 戸数と人口

戸数と人口が明記された最古の文書は、延

享元（１７４４）年「大原村差出シ明細帳」（仙

田セツ家蔵）である。これは村の要覧であり、

村高や年貢、村の概況など百数十項目につい

て書かれている。これによると戸数は３０戸に

増え、人口も２１４人を数え、当時としては中

規模程度の村に成長している。

以後、戸数・人口とも順調にその数を増

し、幕末から昭和の初期にかけて４５世帯、３００

人前後で推移する。

しかし、昭和３０（１９５５～６４）年代になると

過疎により、世帯数・人口共に次第にその数

を減らし、平成１３（２００１）年には戸沢集落と
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統合し、現在に至っている。

! 集落の組織と公共施設

組は、五人組の名残か、古くから４組に分

かれている。本村を川上から順に上組・中組

・下組とし、本村の一部と川の東側を併せて
むかいぐみ

向 組としている。
むらぎめもんじょ

役員は、天保５（１８３４）年の村極文書（南

雲村一家蔵）で、「庄屋は１１人の重立が１年

交替で勤める」と決めている。以後、庄屋・

組頭・百姓代の村三役を任期１年で輪番に務
おもだち

めている。重立はやがて入れ札で選ばれるよ

うになり、明治４１年には代議員選挙が行わ

れ、８人が選出されて、今日に至っている。

現在は４年ごとに１戸１票の選挙で、８人

の代議員を選出し、その代議員が輪番で区長

（集落嘱託員）を務めている。代理区長（副

区長）と会計係は区長が委嘱する。任期は１

年となっている。

集落費は、各戸の見立て割りから所得割り

となり、昭和５０年から均等賦課となった。

公共施設は、集落センターと消防器具置場

がある。昭和５２～５５年の圃場整備の際、地権

者から字前田１３５０番地に約４６０!の敷地の提

供を受け、５６年に建坪１３３!の集落センター

が建設された。また、その西側、同５３０番の

１に建坪１９!の消防器具置場が４９年に改築さ

れ、５３年にそれまでの腕用ポンプに替わっ

て、可搬式ポンプと積載車が導入された。

年号 西暦 戸数
人 口（人）

男子 女子 合計

慶長２ １５９７ ６戸 － － ２１

天和３ １６８３ １６ － － －

元禄９ １６９６ １５

延享元 １７４４ ３０ １０８ １０２ ※２１４

文政４ １８２１ ４０ － － －

文久３ １８６３ ４４ １４０ １１２ ２５２

明治２２ １８８９ ４４ － － ２６０

大正９ １９２０ ４５世帯 － － ２５４

昭和１２ １９３７ ３８ １５５ １５４ ３０９

昭和３０ １９５５ ４１ １４１ １０９ ２５０

昭和５０ １９７５ ３４ ７４ ８１ １５５

平成７ １９９５ ３３ ６３ ６３ １２６

平成１５ ２００３ ３１ ５９ ５７ １１６

写真３－８４ 大原全景 上：小黒川の西側の集

落、右下：川の東側の集落

表３－１７ 戸数と人口の推移

注：１ ※＝合計人数が男女の計と一致しないが、資
料のとおり記載した。
２ 慶長２年は「越後国郡絵図」、天和３年・延
享元年・文政４年は仙田セツ家文書、元禄９年
は「元禄村絵図」、文久３年は南雲村一家文書、
明治２２年は『新潟県市町村合併誌』、大正９年
は『東頸城郡誌』、昭和１２年は「郷土調査資料」、
昭和３０～平成１５年は役場資料による
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３ 神社・遺蹟・石造物等

! 諏 訪 神 社
ひきまん

元禄の「村絵図」には、字引万に諏訪大明
みなみ や しき び しゃもん

神、南屋敷に比舎門（明治２８・１８９５年に社
なかつり ね

号を大原野神社と改称）、中釣根に!明屋敷、
えんどう じ

円導寺に白山權現の４社が描かれている。

明治４１年に各神社を諏訪神社に合祀し、立

派な社殿を建立している。境内の北側に４社
せき し

の石祠が安置されている。例祭日は春４月２７

日、秋１０月２０日となっている。

諏訪神社は南雲家、白山社と神明社は田久

保家、大原野神社は仙田家の氏神であった。

白山社の境内は、昭和５６（１９８１）年ころま
しも

では、「下のお宮」と呼ばれ、盆踊り会場や

子供たちの遊び場となっていた。現在はゲー

トボール場として活用されている。

" 円 導 寺 跡

現在の大原に寺院はないが、小字名に「円
しんどう じ てら した だいもん

導寺」や「新導寺」「寺ノ下」「大門」など、

寺院に関する地名が多い。

円導寺は大原で最も小さな字である。南の

巨石に端を発した山地が、西から北へと取り
だん

囲み、小さな盆地状になっている。東側は段
きゅうがい

丘 崖となって開け、字大門を見下ろすこと

ができる。南の山際に古井戸があり、町道の

東側の大門があったと思われる付近にも、古

井戸の跡が残っていた。しかし、寺は「村絵

図」に描かれていないので、このころには、

既に廃寺になっていたものと思われる。

#
こう げん じ

高 源 寺 跡

和田との地境に、通称「コゲンジ」と呼ば
むこう

れる地点があるが、正確には大字和田の字向
やま

山である。町道を挟んで段丘崖の下に字寺ノ

下がある。ここに「高源寺」があったと伝え
に がみ

られているが、現在は大島村大字仁上に移転

している。火災で記録を消失しているため、

いつごろ移転したかは不明であるが、『大島

村史』によると、起源は「慶長４（１５９９）年

に当寺を和田村に創立し」とある。

慶長４年は「越後国郡絵図」ができた２年

後であり、当時、和田集落は１戸、５人であ

った。それに比べて大原は６戸、２１人である

から、布教の対象は大原や芹田・小黒にあっ

たと考えるのが至当であろう。
まんとう ば

また、字中釣根に萬燈場という塚がある。こ
せんきょう じ

れは専敬寺が真言宗から浄土真宗に改宗し

た際、法灯や法具を埋めたと伝えられている。

新導寺については文書も伝承もなく、全く

手がかりがない。今後の検証を待ちたい。

$ 郷 蔵 跡
ごうぐら

郷蔵とは、年貢米を保管し、凶作に備えて

写真３－８６ 円導寺跡地 左手奥に古井戸がある

写真３－８５ 諏訪神社 （大原 仙田良一撮影）
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穀物を貯蔵する倉庫である。

大原は、寛保２（１７４２）年には上方、本郷、

芹田村とともに、石橋村の郷蔵へ納めていた

（『安塚町誌』）。しかし、２年後の延享元

（１７４４）年には安塚村の郷蔵へ納めている

（「大原村差出シ明細帳」）。その後、大原に
さわ だ

も郷蔵が造られた。位置については、字沢田

の１０３～１０５番地と、同じく１４１番地との２つ

の説があるが、いずれも確証はない。
おか だ

安永９（１７８０）年に、岡田村（三和村）の

庄屋から、上船倉村の庄屋あてに、「大原の

郷蔵へ納める米を、当村で預かっている」と

いう書状（上船倉 山岸健治家蔵）がある。

したがって、１７４４年から８０年までの間に建て

られ、幕末まで機能していた。

$ 石 造 物

村 道 改 修
記 念 碑

昭和１０年１０月、本村内を南北に

縦断する道路（現在の町道）改

修を記念して建立したもの。建立当時は、村

中央部の丁字路に置かれていたが、町道改修

の際に消防器具置場の敷地内へ移転された。

田久保源平
の 顕 彰 碑

がけ の まえ

字 欠ノ前１１２３番地に 大 正１０

（１９２１）年７月に建立。南雲喜

作ほか１１人の弟子たちが屋根葺き職人であっ

た源平（屋号しも）の遺徳をしのんで建てた。
よしかげ

また、南雲勲、数井義"、田久保芳孝管理

の馬頭観音が３体ある。

４ 災 害

! 水 害
なかがわ ら がけ

天和の検地帳に「中川原水押し場」や「欠
の した

ノ下水押し場」、「ぬけ田」など、水害や地す

べりに関係する地名が数多く見られる。

「嘉永５（１８５２）年７月２０日（旧暦）の大

洪水で、水田４反歩が流失したので、至急御

検分願います」という文書（仙田順作家蔵）

が残っている。また、「差出シ明細帳」の記

録では、元禄１２（１６９９）年から約３０年間に、

用水堰の普請が５回も行われている。

大正３（１９１４）年８月１３日の朝から降り続

いた雨は、夜になると一層激しさを増し、１４

日の午前３時ごろには大洪水となり、逃げる

間もなく激流が押し寄せたという。小黒川べ

りにあった屋号板屋（氏名不詳）が濁流に押

し流され、老夫婦の助けを求める声を聞きな

がらなすすべもなかった。翌朝、老妻が首ま

で砂に埋まっているところを助けられたが、

老夫は遺体となって柿崎の浜で発見された。

当時の小黒川は、今よりも川幅は狭く、川

底も浅かったと伝えられている。

最も記憶に新しい水害は、平成７（１９９５）

年７月１１日の集中豪雨で、小河川の氾濫、床

下浸水、道路の損壊、棚田の被害が発生した。

" 地 す べ り

大原には扇状地状の地形が多い。これは、

１００年に１回襲うといわれる集中豪雨によ

り、発生した地すべり地形と考えられる。し

かし、地すべりの記録は残されていない。

昭和２８（１９５３）年７月、梅雨前線による集

中豪雨のあと、突然バリバリと木の裂ける音
ごうおん やま だ ひきまん せぎ の

に続いて、轟音と共に字山田から引万や堰野

へ土石流が流下した。土砂が波のようにうね

りながら田畑を埋め尽くしたという。

有史以来、このような地すべりが繰り返さ

れ、大原の台地が形成されたと考えられる。

# 明治の大火

數井一!は約１世紀前の大火について、記

録（全文は資料編近現代第７章に掲載）を残

していた。ここでは事実のみを記載する。
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日時 明治３４年５月２日１５時～３日２時

被害 家屋２９・土蔵７・物置６棟、計４２棟

被災した家（２９戸）

南雲八左衛門、南雲俊藏、南雲民藏、南

雲初太"、南雲次"作、南雲喜作、南雲

佐傳治、南雲重左衛門、南雲清藏、南雲
よし べ

萬平、南雲八百吉、南雲定吉、南雲休兵
い

衛、南雲サヨ、仙田新次"、仙田藤右衛

門、仙田周作、仙田爲吉、仙田勘五"、
じゅさく

仙田壽作、仙田作次"、仙田忠吉、田久

保忠作、田久保文右衛門、田久保九助、

田久保九之助、數井仙八、數井新五"、

數井一"

焼けなかった家（１３戸）

南雲松藏、南雲由松、南雲市兵衛、南雲

只右衛門、仙田惣吉、仙田源作、仙田!

五郎、仙田美代藏、田久保作藏、田久保

繁吉、田久保!三"、田久保健治、數井

萬五"

５ 伝 承
はちにんづか

天和の検地帳の小字名に「八人塚」という

奇妙な地名が見える。これについて、次のよ

うな言い伝えが残されている。
よしはる

田久保義治（屋号大清水）家の先祖は、村

で一、二を争う分限者であった。この家へあ

る晩、８人の盗賊が押し入った。家人の叫び

声に目を覚ました主人は、伝家の宝刀を取り

出して賊と渡り合い、８人すべてを返り討ち
たた

にしてしまった。あとの祟りを恐れた主人

は、亡きがらを手厚く葬り、塚を築いたのが

「八人塚」である。主人は元武士であり、侵

入者は落ち武者であったという説もある。

場所は字沢田１５６番地で、現在は塚の跡形

もなく、うっそうとした、昼なお暗い杉林と

なっている。

図３－１３ 大字大原集落図
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と ざわ

戸 沢

１ 集落の概要

! 地名の由来

「戸沢」の由来に関する言い伝えは、何も

残されていない。

『安塚町誌』では、「戸は木戸口（入り口）

の戸で、境をあらわしている」としている。

また、『新潟県地名考』（五十嵐秀太郎著）に

よると、「戸」は、「家の出入口、かどぐち、

入口、…（中略）…区切られた区域の出入り

口、境界」とされている。

確かに戸沢集落は、周囲をぐるりと山にと
おおだいら

り囲まれ、その中を深い沢（大平川の源流）

が北北東へ流下している。沢を挟んで傾斜の

緩やかになった所に耕地が広がり、耕地の尽

きる所で両側の山が迫り、北北東へ傾斜した

細長い馬蹄状の地形となっている。

したがって、馬蹄のくびれた両端に「木戸

口」を設ければ、まさに「区切られた区域の

出入口」になると考えられる。

" 集落の形成

最盛期の戸沢は、３０軒近い家と約１８０人の

人口を擁していた。そのすべてが「池田」姓

であった。時代も出自も不明であるが、一族

がこの地に移り住んだものと考えられる。

戸沢の地名が初めて出現するのは、慶長２

（１５９７）年の「越後国郡絵図」である。

以後、江戸時代から明治４（１８７１）年まで

は頸城郡戸沢村といい、初めは高田藩領であ
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てん な

ったが、天和元（１６８１）年から幕府領となる。

明治４年に柏崎県、同６年には新潟県とな
こ

る。明治１２年に東頸城郡ができ、２２年には小
ぎり と

切戸村の大字となり、３４年に小黒村、昭和３０

（１９５５）年に安塚町となった。

# 地理的環境
お ぐろ ほう の き

町のほぼ中央にあり、小黒川と朴ノ木川と
ながくら

に挟まれた長倉山の北東斜面の中腹で、標高

３００ｍ付近に位置している。北へ下れば大原、

東は円平坊、西は峠を越えて小黒と切越集落

に接している。
しまかり

かつては四罷（通称シッカカリ）峠を越え、

小黒へ下る道が主要な街道であったが、昭和

４０年代に大原へ舗装道路が開通し、ようやく

車が通るようになった。

その後、長倉山経由で円平坊や真荻平、朴

ノ木へと通じる町道や林道が整備された。

２ 集落の移り変わり

! 検地と耕地面積の推移

上杉景勝は文禄４（１５９５）年に検地を行い、

その結果を、２年後の慶長２（１５９７）年に「越

後国郡絵図」にまとめた。それには「戸沢孫

八!分、戸沢村、下、本納３石、縄ノ高３石

１斗５升８合３勺、家２軒、７人」とある。

これは「戸沢孫八!へ３石の年貢を納める

村」を意味し、「縄ノ高」とは田や畑、屋敷

などすべてを米に換算した村の生産高であ

る。「家２軒、７人」とは年貢を納める家の

みであった。

天和３（１６８３）年に検地が行われ、その結
お けん ち みずちょう いけ だ なおいち

果は「戸沢村御検地水帳」（池田直一家蔵）

に記載されている。これによると、村高のほ

かに、田畑や屋敷、山林の面積も記録されて

いる。

以後、明和３（１７６６）年、同８年、安永９

（１７８０）年に新田検地が行われ、新しく開墾

された田や畑の石高や面積が、天和の検地の

成績にそれぞれ加算されている。

明治９（１８７６）年に政府は地租改正を行い、

隠し田や歩伸びを正確に書き出させたため

に、田は６倍近い１４町歩余りに、畑は３倍強

の１１町歩余りに膨れ上がった。

近年は繰り返し襲った地すべりと過疎によ

り、耕地の放棄が続き、田は明治９年当時の

約１０％、畑は約１％となった。

" 戸数と人口

池田直一家には、宗門人別帳が宝暦８

（１７５８）年から明治３（１８３０）年まで、不連

続であるが３０冊保管されていた。

戸数は、宝暦８年から天保７（１８３６）年こ

ろまでは３０軒近い数で安定しているが、幕末

年号 西暦 田 畑 山 林

天和３ １６８３ １．１１１８ ２．２８０２ １６．４７２６

明和３ １７６６ １．１４００ ２．２８０２ １６．４７２６

明和８ １７７１ １．３４２４ ２．２８０２ １６．４７２６

安永９ １７８０ ２．５７１７ ４．１８２０ １６．４７２６

明治９ １８７６ １４．２２１６ １１．４９２７ ２４．５８２８

平成１２ ２０００ １．６０ha ０．１３ha ──

表３－１８ 田・畑・山林面積の推移（単位：町歩）

注：天和３年～安永９年は「越後国頸城郡戸沢村御検
地水帳」・「同新田検地帳」（池田直一家蔵）、明治９
年は『東頸城郡誌』、平成１２年は『農林業センサス』
による

写真３－８７ 戸沢入り口
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から明治にかけて漸減傾向が見られる。昭和

年代になるとその傾向が更に強まっている。

人口も文政２（１８１９）年の１７７人を最高に、

戦後まで戸数は減っても、ほぼ一定の数を維

持していたが、昭和３０（１９５５）年以後は、急

激にその数を減らし、平成１３（２００１）年には大

原集落と合併することになった。

３ 神 社
かみ の たいら

集落の西側、字上ノ平３５０番地のやや小高
かなやま

くなったところに境内があり、そこに金山社
せき し

の石祠が安置されている。
ひこのみこと

祭神は金山 彦命であるが、人々は親しみ

をこめて「金山権現」、あるいは「権現様」

と呼んでいる。春は４月１５日に、秋は１１月１５

日に、数こそ少なく

なったが氏子全員で

力を合わせ、例祭を

行う。

鉱山や鍛治の守護

神である金山彦命を

祀る神社は、県内に

４０社ほどあるが、神

社名を「金山社」と

しているのは上越市

東原、糸魚川市来海

沢など７社のみである。

４ 地 す べ り

「戸沢といえば地すべり、地すべりといえ

ば戸沢」といわれるほどに、戸沢は繰り返し

大地すべりに襲われてきた。

文久元（１８６１）年の「村方様子書上帳」（池

田直一家蔵）に「古来より山崩場」とあり、

「山崩れ」は大昔から絶えず繰り返されてき

たものと思われる。

しかし、集落の生活基盤を根底から揺るが

す大崩壊は、大正３（１９１４）年から始まった。

以後、昭和２（１９２７）年から５４年にかけて７

回の地すべりに襲われている（通史編近現代

第７章参照）。

年号 西暦 戸数
人 口（人）

男子 女子 合計

慶長２ １５９７ ２戸 ― ― ７

天和３ １６８３ ６ ― ― ―

宝暦８ １７５８ ２９ ７０ ７６ １４６

天明２ １７８２ ２８ ７８ ７８ １５６

文政２ １８１９ ２７ ９３ ８４ １７７

天保７ １８３６ ２９ ― ― １３０

万延元 １８６０ ２３ ６９ ７０ １３９

明治３ １８７０ ２５ ７４ ７９ １５３

明治２２ １８８９ ２２ ― ― １４６

大正９ １９２０ ２４世帯 ― ― １６９

昭和１２ １９３７ ２１ ８１ ９４ １７５

昭和３０ １９５５ ２０ ５４ ７０ １２４

昭和５０ １９７５ １５ ２４ ２５ ４９

平成７ １９９５ １０ １２ ９ ２１

平成１５ ２００３ ６ ５ ４ ９

表３－１９ 戸数と人口の推移

写真３－８８ 金山社の
石祠

注：慶長２年は「越後国郡絵図」、天和３年は「戸沢
村御検地名寄帳」（池田直一家蔵）、宝暦８年～明
治３年は「戸沢村宗門人別御改帳」（同）、明治２２
年は『新潟県市町村合併誌』、大正９年は『東頸
城郡誌』、昭和１２年は「郷土調査資料」、昭和３０年
～平成１５年は役場資料による

写真３－８９ 地すべり 写真中央の山からすべり
落ちた。手前と中ほどに２段になった土留めの堰
堤が見える
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写真３－９０ 現在も続く防災工事 （平成１５年）

昭和１１年に始まった滑動の様子が「地辷日

誌」（池田直一家蔵）に書き残されていた。
み いけ むこうだ

５月１日 未明より、三つ池及向田両字崩壊に

付き警戒、駐在所、警察署等へ報告に従事、夜、

７名ずつ交替にて警戒、池田直吉外２０名

５月２日 小黒村第１部消防手の応援にて川ま

わし防泥作業に従事、夜、７名ずつ交替にて警

戒、足代木１０本（池田）政治、防泥用材料杭１０

本直吉、５本ずつ伊作、啓次郎、秀信、ソダ１０

ケ直吉、５ケずつ伊作、啓次郎、秀信、炊き出

し１斗直吉、５升ずつ伊作、秀信、縄１束啓次

郎（以下省略）

集落総出で、日中は大平川（戸沢川）の切

り回しや防泥工事に従事し、夜間は７人ずつ

３交替で警戒に当たる。こんな日々が８日ま

で続き、９日にようやく警戒を解く。その後、

５月下旬から９月までの間、用水や川、道路

の復旧工事が続いた。１０月に県の耕地課、１２

月に林務課の視察で日誌は終わっている。

この間、実働２１日間、動員した人員は延べ

３７０人余り、杭、竿約１００本、ソダ約２７０束な

ど、すべてを２１軒で負担し合い、自力で応急

工事に当たっている。

次々と発生する地すべりから集落と耕地を

守るために、住民が味わった辛酸は筆舌に尽

くしがたいものであった。

沢沿いの標高２００ｍから４００ｍの間に築かれ

た十数基の堰堤が、地すべりの規模の大きさ

を物語っている。

図３－１４ 大字大原（戸沢）集落図

第３章 集落の歴史と文化148


	表紙
	通史編目次
	原始・古代目次
	中世目次
	近世目次
	近現代目次

	資料編目次
	原始・古代目次
	中世目次
	近世目次
	近現代目次
	写真で綴る「二十世紀の安塚」目次

	民俗・自然編目次
	民俗編目次
	特編目次
	自然編目次


	第１章　雪国の生活と風俗・習慣
	第１節　村落のしくみ
	１　親族と同族集団
	ヤウチ

	２　役職と会合
	江戸時代の集落の会合「重立衆・重立相談」
	戦後集落（大字）の役職
	大字区長（総代）、戦前の区長
	区長及び役職は無報酬
	大字区長と事務嘱託員
	民主化された集落の区長の仕事
	集落の要望の陳情
	大字の寄り合い（会合）
	暮割り（村勘定）
	字費承認会と賦課
	徴収（取り立て）

	３　村内の協力態勢
	（1） ユイ（結い）
	（2） トウド・かけばなし
	（3） 頼母子講
	（4） 茅頼母子講
	野菜・煮物・茶菓子などの差し入れ

	（5） 棟上げ祝い


	第２節　暮らしの衣・食・住
	１　衣生活
	（1） ふだん着
	（2） 仕事着
	職人のハッピ

	（3） 晴れ着
	礼装
	人生の折り目、節目での晴れ着

	（4） 寝具、布団
	サバタ布団とクズ布団
	ヨォー着（夜着）

	（5） 蚊帳
	（6） ねんねこ・亀の子（子守りの着物）
	（7） 雨具と履き物

	２　食生活
	（1） ふだんの食膳
	焼きもち
	粉もち
	調味料
	副食物
	膳を使った食事
	つけ物
	野菜の保存（大根鳰、芋穴） 

	（2） 特別な日の食事
	先祖の命日
	祝い日にはもちを搗く
	年取り（年越し）大晦日
	正月の食膳
	お盆
	トウド呼び
	祝儀ごと（婚礼など）・不祝儀ごと（葬儀）

	（3） 季節を取り入れた食生活

	３　農家の住まい
	（1） 屋敷の選定
	（2） 宅地の面積
	（3） 樹木、屋敷木
	（4） 建物の種別
	（5） 母屋
	母屋の屋根
	牛馬も同居、作業所も一緒で
	母屋の構造

	（6） 土蔵、納屋
	土蔵の壁の構造（古老に聞く）
	納屋

	（7） 家の新築
	お祓（地祭り）
	山出し（木出し）
	木挽職、大工職
	建て前、棟上げ



	第３節　農業と生活
	１　冬の作業
	２　材木寄せと春木（春山）
	３　春から夏の農作業
	べと引きと肥やし引き
	苗代の除雪
	苗代の進歩
	田植え
	田の草取り
	草刈り（刈草）
	まやご（廏肥、うまやごえ）の話
	畔豆

	４　秋の作業
	ハサ（稲架）作り
	稲刈り
	ハサかけ
	稲上げ
	稲こき
	索道のころ
	農道の開設
	籾すり
	米俵からトンパックまで
	米出し
	畔塗り
	田打ちと田かき
	茅刈り

	５　いろりのあったころ

	第４節　人の一生と冠婚葬祭
	１　結婚の儀礼
	（1） 結納 
	（2） 結婚式 
	（3） 披露宴と俎なおし 
	（4） 初帰り 

	２　妊娠と出産の儀礼 
	（1） 嫁の暮らしと妊娠 
	（2） 出産 
	（3） 産後のこと 

	３　葬送の儀礼 
	（1） 臨終と通夜 
	（2） 葬式 
	（3） 火葬と火葬場 
	（4） 死後の供養 


	第５節　遊びとわらべ歌 
	１　子供の遊び 
	（1） 屋外での遊び 
	植物の遊び
	集団での遊び 
	その他の遊びとして 

	（2） 屋内での遊び 
	カルタ遊び
	ナンゴ遊び
	折り紙
	将棋
	碁（五）並べ

	（3） 大人の娯楽 
	茶のみ
	浪花節聞き
	青年会活動
	将棋・囲碁・麻雀 
	花札・宝引き 

	（4） 安塚のわらべ歌 


	第６節　暮らしと年中行事
	１　新年の行事 
	初詣と寺参り
	仕事始めと書初め
	出初式
	七草粥
	蔵（鏡）開き・小豆粥 
	若木焚きと鳥追い
	塞の神と藪入り 
	二十日正月と旧正月 
	天神祭り
	節分と豆まき
	山の神

	２　春から夏の行事 
	雛祭り
	涅槃会
	春の彼岸
	花祭り
	春の祭礼 
	江代上げと道普請
	端午の節句
	菖蒲湯
	田休みの節句
	菱ヶ岳山開き
	七夕
	小黒市
	土用丑の日

	３　お盆の行事 
	お盆の由来
	墓参り
	盆踊り
	藪入り

	４　秋から冬の行事 
	江代上げと道普請
	重陽の節句
	秋の祭礼
	十五夜と柿盗人
	秋の彼岸
	秋の田つくり作業
	大師講
	御正忌
	越冬準備
	スキー場開き
	冬至
	年越し準備と年取 



	第２章　方言と言い伝え 
	第１節　方言の意義
	第２節　安塚方言の特徴
	１　町内でも異なる言葉 
	（1） 越後安塚方言番付
	（2） 残したい方言

	２　越後安塚方言一覧 
	◇安塚の方言◇
	あ
	い
	う
	え
	お
	か
	き
	く
	け
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	そ
	た
	ち
	つ
	て
	と
	な
	に
	ぬ
	ね
	の
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ほ
	ま
	み
	む
	め
	も
	や
	ゆ
	よ
	ら
	れ
	わ
	を
	ん

	◇安塚の動植物方言◇
	あ
	い
	う
	え
	お
	か
	き
	く
	け
	こ
	さ
	し
	す
	せ
	た
	ち
	つ
	と
	な
	ぬ
	ね
	の
	は
	ひ
	ふ
	へ
	ほ
	み
	む
	も
	や
	ゆ
	よ
	ろ



	第３節　いろいろな言い伝え（俗信）
	（1） 天候
	（2） 生産
	（3） 生活


	第３章　集落の歴史と文化
	概説
	１　近世以前の安塚 
	「越後国郡絵図」の記載事項の解説

	２　旧三村の歴史 
	安塚村の由来と沿革
	小黒村の由来と沿革
	菱里村の由来と沿革


	安塚
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 歴史的事実
	（4） 戸数と人口の変化

	２　神社・寺院と文化財 
	（1） 安塚神社の歴史
	（2） 賞泉寺の歴史
	（3） 添景寺の歴史
	（4） 石造物など
	五輪塔
	庚申塔
	忠魂碑
	旧三国街道
	富士石



	上方
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来と集落の形成
	（2） 地理的環境
	（3） 古文書に見る上方村
	（4） 戸数と人口の変化
	（5） 道路と交通

	２　神社、寺院、石像 
	（1） 礼正寺
	（2） 地蔵堂
	（3） 神社
	諏訪神社

	（4） 金銅阿弥陀仏
	（5） 馬頭観音


	本郷
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境と交通
	（4） 戸数と人口の変化

	２　神社・寺院と文化財 
	（1） 建宝寺の由来
	（2） 神明社の由来
	（3） 観音堂の由来
	（4） 神明社の地蔵菩薩の由来
	（5） 八人塚
	（6） 地蔵菩薩
	（7） 馬頭観音

	３　大字本郷の小字名（明治２０年ごろ） 
	４　集落の変遷 
	（1） 本郷集落の現在の人口
	（2） 道路の変遷
	（3） 集落開発センター誕生
	（4） 近年の集落の活動


	石橋
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口の推移
	（4） 地理的条件
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰 

	牧野
	１　集落の概要
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口の推移
	（4） 地理的環境
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰

	板尾
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口の推移
	（4） 地理的環境
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰 

	松崎・袖山
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口の推移
	（4） 地理的環境
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰 

	坊金
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の成り立ち
	（3） 戸数と人口
	（4） 地理的環境と交通
	（5） 天然記念物
	坊金の大杉


	２　寺社・寺院と文化財 
	（1） 坊金神社
	（2） 高徳寺

	３　明日への贈り物（高山林道） 

	細野 
	１　集落の歴史
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口

	２　神社、寺院
	（1） 諏訪神社
	（2） 寺院
	（3） 六夜山の米山薬師

	３　昔の自治のはなし
	庄屋の機転

	４　細野全体図

	行野
	１　集落の歴史
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口の推移
	（4） 地理的環境
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰
	（1） 神社信仰
	（2） 地蔵信仰
	（3） 不動明王信仰
	（4） 浄土真宗信仰と行野十七日講
	（5） その他の信仰


	和田
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境と交通
	（4） 戸数と人口の変化

	２　神社、寺院と文化財 
	（1） 菱神社の歴史
	（2） 光円寺の歴史
	（3） 石造物
	観音堂

	（4） 米山薬師

	３　福祉の拠点 
	（1） 在宅複合施設「やすらぎの里」と高齢者共同住宅「かたくりの家」 
	（2） 雪だるまクリニック

	４　和田の小字 

	大原
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境

	２　集落の移り変わり 
	（1） 検地と耕地面積の変遷
	（2） 戸数と人口
	（3） 集落の組織と公共施設

	３　神社・遺蹟・石造物等 
	（1） 諏訪神社
	（2） 円導寺跡
	（3） 高源寺跡
	（4） 郷蔵跡
	（5） 石造物
	村道改修記念碑
	田久保源平の顕彰碑


	４　災害 
	（1） 水害
	（2） 地すべり
	（3） 明治の大火

	５　伝承 

	戸沢
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境

	２　集落の移り変わり 
	（1） 検地と耕地面積の推移
	（2） 戸数と人口

	３　神社 
	４　地すべり 

	芹田
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 小字名の変遷
	（3） 集落の形成
	（4） 地理的環境と交通
	（5） 芹田村の戸数・人口、耕地の変化
	（6） 南魚沼郡大和町芹田村との相互訪問
	（7） 用水
	（8） 災害

	２　神社・堂跡と石造文化 
	（1） 神社
	（2） 堂跡と石造物
	地蔵堂
	五輪塔



	小黒
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 小字名の変遷
	（3） 集落の形成
	（4） 戸数と人口の変遷
	（5） 小黒地図と世帯位置図
	（6） 灌漑用水
	（7） 災害
	水害
	火災

	（8） 質地騒動と小黒村 

	２　神社、寺院と文化財 
	（1） 氏神の合祠と諏訪神社
	（2） 寺院の歴史
	専敬寺
	称専寺
	教願寺
	能念寺
	圓照寺

	（3） 石造物
	宝篋印塔
	茶臼

	（4） 小黒市


	切越
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 切越縄文遺跡
	（3） 地理的環境と交通
	（4） 集落の形成
	（5） 戸数、人口と耕地の変遷
	（6） 用水と新田の開発
	（7） 朴ノ木川の恵み
	（8） ダムの完成と滝の倉の景観
	（9） 災害

	２　切越石と石造物 
	３　神社 

	菅沼
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境
	幹線道
	現町道


	２　集落の移り変わり 
	（1） 戸数と人口
	（2） 産業・耕地面積
	農業構造改善事業

	（3） 用水
	稲平用水（上江用水） 
	下江用水
	天水田

	（4） 生活
	電灯


	３　神社・祭り・行事 
	（1） 神社
	（2） 祭り
	甘酒祭り

	（3） 行事
	盆踊り
	塞の神
	嫁取り（結婚式）
	焼肉大会
	そば祭り
	お花見


	４　その他 
	（1） 「２１世紀集落魅力発見事業」のこと 
	（2） 集落開発センターのこと
	（3） 沼木地区防雪体制整備事業のこと
	（4） 水車のこと
	（5） 集落図


	朴ノ木
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸籍と人口の推移
	（4） 地理的条件
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰 

	樽田
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戦国～江戸時代の樽田村
	（4） 地理的環境と交通
	（5） 戸数と人口の変化
	（6） 集落内の地名

	２　神社・寺院・石造物 
	（1） 神社
	（2） 白山権現、富士権現
	（3） 堂の前と真言宗寺院
	（4） いすすぐら（石臼倉）の聖観音菩薩 

	３　平成時代の樽田集落 
	（1） 人口の減少
	（2） 道路の整備
	（3） JAえちご上越　ライスセンター
	（4） JAえちご上越　「豊穣館 」
	（5） 雪だるま物産館
	（6） 雪むろそば屋　「小さな空」

	４　樽田集落中心部の写真と集落図 

	円平坊
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 戦国～江戸時代の円平坊
	（3） 戸数と人口の変化
	（4） 集落内の地名

	２　神社・観音堂・石造物 
	（1） 神社
	（2） 観音堂
	（3） 石造物
	馬頭観音
	畜魂碑
	遺跡


	３　平成時代の円平坊集落 

	高沢
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境

	２　集落の移り変わり 
	（1） 検地と耕地面積の移り変わり
	（2） 戸数と人口
	（3） 集落の組織

	３　神社・遺跡・文化財 
	（1） 神社
	（2） 石塚城跡
	（3） 念宗寺跡
	（4） 役場・学校跡と田中文雄先生慰霊碑
	（5） 石造文化財
	宝篋印塔・神明さま 
	五輪塔
	おんじょうさま
	薬師さま・石仏さま
	筆塚


	４　高沢神楽 
	５　災害 
	（1） 地すべり
	（2） 明治の大火
	（3） 水害


	二本木
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 古文書に見る二本木
	（3） 戸数・人口の変化

	２　神社・石造物 
	（1） 十二神社
	（2） 薬師堂跡の石祠
	（3） 観音堂跡の石祠
	（4） 五輪塔群

	３　集落内の出来事 
	（1） 江戸時代の河川工事
	（2） 大正時代の大洪水
	（3） 昭和時代の地すべり

	４　江戸時代の地名と現在の小字名 
	江戸時代の地名


	信濃坂
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境と交通
	（4） 戸数と人口の変化

	２　神社と文化財 
	（1） 神社
	（2） 石造物

	３　信濃坂の小字 

	真荻平・伏野
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 戸数と人口の推移
	（4） 地理的条件
	（5） 道路と交通

	２　宗教と信仰 

	須川
	１　集落の概要 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境

	２　集落の変遷 
	（1） 集落の移り変わり
	（2） 戸数と人口
	（3） 集落の組織と公共施設
	組織と活動
	各種団体
	農業集落排水事業須川処理場


	３　寺社・石像仏等 
	（1） 寺院と神社
	願教寺
	菱神社

	（2） 石造仏
	風の三郎様
	道祖神
	おとめ塚
	不動明王
	赤はげ地蔵
	庵主屋敷の石塔群
	小坪の石塔群


	４　コミュニティ計画の実現 
	５　キューピットバレイ 
	６　２つの盛衰 
	（1） 須川簡易郵便局
	（2） 百草圓


	須川上山・上山・方越・上船
	１　集落の歴史
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 沿革
	（4） 地理的環境と交通
	（5） 戸数と人口の変化

	２　神社と文化財 
	（1） 土産神
	（2） 石造物
	地蔵菩薩
	横更の地蔵
	不動明王
	風の神様
	小丸山遥拝地の碑


	３　教育・文化 
	（1） 寺子屋
	（2） 小学校
	（3） 文化の明かりがともる

	４　産業 
	農業

	５　生活と風習 
	年中行事
	祭り
	さいの神・盆踊り 
	船倉雪茶屋（船倉亭）

	６　災害 
	（1） 火災
	（2） 地すべり
	（3） その他


	中船
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境と交通
	（4） 戸数と人口の変化

	２　神社・寺院と文化財 
	（1） 船倉神社
	（2） 六地蔵
	（3） 地蔵菩薩（薬師様）
	（4） 風の三郎様
	（5） 地蔵菩薩
	（6） 聖観音菩薩
	（7） 不動明王
	（8） 大達のお狐さま
	（9） 子安大明神

	３　中船倉集落センター 

	樽田川
	１　集落の歴史 
	（1） 地名の由来
	（2） 集落の形成
	（3） 地理的環境と交通
	（4） 戸数と人口の変化

	２　神社・仏像と文化財 
	（1） 八幡神社
	（2） 諏訪明神
	（3） 熊野権現
	（4） 戸隠神社の祠
	（5） 樽田川の神楽
	（6） 岩戸の石仏

	３　集落センターと現在の集落地図 





